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Results & Discussion

• 内在的公正推論
• ある人物に起こった不運な出来事を、そのような因果関係が存在し得ないにもかかわ

らず、その人物の過去の道徳的失敗に原因帰属すること

「悪いことが起こったのは、その人物が悪い人物だからだ」
• 内在的公正推論は、宗教性が高いほど行われやすいとされている（Harvey & Callan, 

2014）

• Murayama & Miura (2016a)で分かったこと
• 日本人においては、内在的公正推論と宗教性に関係が見られなかった。

• Murayama & Miura (2016b)で分かったこと
• 日本人とアメリカ人の宗教性の高さや内在的公正推論の程度を直接比較したところ、

• 本研究の目的
信仰による事前スクリーニングを行い、Murayama & Miura （2016a, b）で見られ
た内在的公正推論に関する傾向と宗教性との（無）関係性をより詳細に検討する。
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 アメリカ人についてはHarvey & Callan (2014)と一貫した結果が得られたが、日本人で
は宗教性の有無による内在的公正推論の違いは見られなかった。

 Murayama & Miura（2016a）と一貫して、日本人の方がアメリカ人よりも内在的公正
推論を行っていた。

 今後はどのような要因が日本人の内在的公正推論のしやすさに影響を及ぼすのかを引き
続き検討する必要がある。

 例えば日本人の場合、宗教を通してではなく、発達段階において触れる機会の多い絵本
や、周囲とのかかわりが、内在的公正推論をさせやすくする効果を持っているかもしれ
ない。

Method
実験参加者と実験手続き

測定変数

(1) 信仰の有無の操作チェック

1. 道徳的価値の操作チェックに関する1項目(「あなたは彼を人としてどのように
判断しますか」；「1：悪い」～「6：良い」の6件法)

2. 宗教性に関する4項目（例：「自分の日常生活において宗教的または精神的な
信仰は重要である」(「1：まったくあてはまらない」～「5：かなりあてはま
る」の5件法, α = .87; Sullivan, 2001)）

3. 内在的公正推論に関する3項目（例「この事故は、彼の日頃の行いが反映され
た結果と感じますか」） (「1：まったくあてはまらない」～「6：かなりあて
はまる」の6件法, α = .94; Callan et al., 2013)

• 参加者 Prolificおよびクラウドワークスに登録している18歳以上の男女を対象に参加者を募集した。

• アメリカ…アメリカ国籍を有し、事前スクリーニングでキリスト教を信仰するもの、
または、特定の信仰なし、無宗教、無神論者であると回答し、IMCに正答した108名
（男性70名、女性38名；信仰あり46名、信仰なし62名; 平均年齢32.5歳、SD = 11.1）

• 日本…日本国籍を有し、事前スクリーニングで仏教を信仰するもの、または特定の信
仰なしと回答し、IMCに正答した134名（男性43名、女性91名；信仰あり68名、信仰なし66

名; 平均年齢38.3歳、SD = 9.4）

• 実験手続き Qualtricsで作成されたサイトにアクセスを求め、架空のニュースシナリオ

を読ませた後、提示される質問項目に回答を求めた。

ニュースシナリオ（実験刺激）Murayama & Miura(2016a;b)

【日本語版】火曜日午前、市駅前にて、突然街路樹の一本が根こそぎ倒れ、櫻井哲夫（さ
くらい てつお）（37歳）の運転する車がその下敷きになった。櫻井は重体。

街路樹は、車のフロントガラスと屋根が接触する部分を直撃しており、前の座席部分は
完全につぶれた状態。駆けつけた救急隊員がどうにか櫻井を車から救出、総合市民病院に
運んだ。依然危険な状態が続いている。
**---------道徳的価値の操作-----------------**
• 悪い人条件: 櫻井は高校教諭で、先日、部活動中の生徒の所持品を部室や更衣室に侵入して物色、盗

んでいた事が発覚、窃盗の罪で在宅起訴され判決待ちだった。
• 良い人条件： 櫻井は高校教諭で、授業の準備に日々きちんと取り組み、部活の顧問としても熱心に活

動しており、周囲からの人望も厚い。

【英語版】On Tuesday morning, a roadside tree was suddenly uprooted in front of 
a railway station in the City and a car drove by (Bob Stewart / Tetsuo Sakurai), 
aged 37, was crushed under the tree. He was seriously injured. The tree directly 
hit the part where the windshield connects with the roof of the car and the front 
seat compartment was totally crushed. Ambulance crews rushed to the scene of 
the accident, and managed to remove the driver from the car and transport him to 
the city’s general hospital. He is still in critical condition.
**---------manipulation for moral worth begins from here-----------------**

• “bad” person condition: [(Bob Stewart / Tetsuo Sakurai) is a high school teacher. It 

recently came to light that he had snuck into clubrooms and locker rooms and looked for and 
stole personal belongings of students while they were attending afterschool club activities. He 
was indicted for theft without arrest and is waiting for the decision of the court.]

• “good” person condition: [Bob Stewart / Tetsuo Sakurai is a high school teacher. He 

always prepares for classes adequately and works hard as a coach of an afterschool club. He 
is respected by the people around him.  ]

Table 1 Breakdown of religious affiliation in each country

N % N %

1 Buddhism 1 1.1 19 21.6

2 Christians 55 62.5 0 0.0

3 Islam 1 1.1 0 0.0

4 Jewish 2 2.3 0 0.0

5 Shintoism 0 0.0 0 0.0

6 Other 5 5.7 0 0.0

7 Atheists 4 4.6 2 2.3

8 Agnostics 6 6.8 3 3.4

9 no religion 11 12.5 60 68.2

10 Do not want to answer 3 3.4 4 4.5

88 100.0 88 100.0

U.S. JapanWhat is your current

religious affiliation? 1. アメリカ人の方が日本人よりも宗教性が高い

2. 日本人の方がアメリカ人よりも内在的公正推
論を行いやすい

という2点が明らかになった。

• ただしアメリカ人サンプルの多くがキリスト
教信者であったのに対して、日本人サンプル
の多くは特定の信仰を持っていなかった。
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Fig. 1. Means of immanent justice reasoning for each condition Fig. 2. Means of religiosity  in Japan and U.S.

(2) 信仰の有無、国籍、道徳的価値が内在的公正推論に及ぼす影響

• 内在的公正推論を従属変数とし、国籍（日本、アメリカ）×信仰（あり、なし）×道徳
的価値（良い人、悪い人）を独立変数とした分散分析を行った。

• その結果、国籍、信仰、道徳的価値の有意な主効果が得られ、アメリカ人よりも日本人
で(F(1, 234) = 28.85, p < .001, ηp

2 = .09)、信仰なしよりありで(F(1, 234) = 
7.95, p < .01, ηp

2 = .03)、良い人より悪い人に対して(F(1, 234) = 74.28, p 
< .001, ηp

2 = .24、内在的公正推論が行われることが示された。

• また、国籍×信仰×道徳的価値の交互作用効果が有意傾向であった(F(1, 234) = 2.78, 
p < .10, ηp

2 = .01)。

• 信仰の有無による比較を行ったところ、アメリカ人は悪い人物に対して、信仰がある人
のほうがない人よりも内在的公正推論を行う傾向があるのに対して、日本人では信仰に
よる違いは見られなかった（Fig. 4)。

• 日本人、アメリカ人ともに、信仰あり条件
の参加者の方が信仰なし条件の参加者より
も宗教性が高かった(ps < .001)。

• 信仰なし条件では日本人の方がアメリカ人
よりも宗教性が有意に高かったが、信仰あ
り条件では差は見られなかった。

• 各国における信仰の有無の操作は成功して
いたと考える。

Fig. 3. 信仰の有無と国籍による宗教性の違い

Fig. 4. 各条件における内在的公正推論の平均値

実験デザイン
• 国籍（日本、アメリカ）×信仰（あり、なし）×不運な目にあった人物の道徳

的価値（良い人、悪い人）の参加者間要因

*** ***

* p < .05; ** p < .01; *** p < .001
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